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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.71

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 108.74 1.1665 126.83 1.3285 0.7571
SYD-NY High 109.00 1.1725 127.75 1.3348 0.7593
SYD-NY Low 108.39 1.1641 126.34 1.3279 0.7553
NY 5:00 PM 108.81 1.1692 127.30 1.3293 0.7569

NY DOW 24,415.84 ▲ 251.94 日本2年債 -0.1500 0.00bp          
NASDAQ 7,442.12 ▲ 20.34 日本10年債 0.0300 0.00bp          

S&P 2,705.27 ▲ 18.74 米国2年債 2.4335 2.00bp          
日経平均 22,201.82 183.30 米国5年債 2.6987 1.68bp          
TOPIX 1,747.45 11.32 米国10年債 2.8595 0.36bp          

ｼｶｺﾞ日経先物 22,100.00 ▲ 155.00 独10年債 0.3375 ▲2.95bp       
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,678.20 ▲ 11.37 英10年債 1.2275 ▲2.75bp       

DAX 12,604.89 ▲178.87 豪10年債 2.6520 2.05bp          
ﾊﾝｾﾝ指数 30,468.56 411.77 USDJPY 1M Vol 7.60 ▲0.43%
上海総合 3,095.47 54.03 USDJPY 3M Vol 7.78 ▲0.20% 　

NY金 1,304.70 ▲1.80 USDJPY 6M Vol 8.08 ▲0.22%
WTI 67.04 ▲ 1.17 USDJPY 1M 25RR -1.13 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 202.84 ▲ 0.45 EURJPY 3M Vol 9.70 ▲0.48%
ドルインデックス 93.99 ▲ 0.17 EURJPY 6M Vol 9.73 ▲0.43%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：福田・鶴田

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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ｲﾀﾘｱやｽﾍﾟｲﾝの政局不安は継続するものの､一旦過度な懸念が後退したことからﾕｰﾛ円が買い戻される展開にﾄﾞﾙ円は下
値をｻﾎﾟｰﾄされ､109円ちょうどまで戻し､108.86ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は､米4月個人消費が予想を上回り､前回分も上方修
正されたことから､ﾄﾞﾙ円は108.92まで戻す｡しかし､翌日から米政府がEU､ｶﾅﾀﾞ､ﾒｷｼｺに対して鉄鋼･ｱﾙﾐの関税を発動との
ﾍｯﾄﾞﾗｲﾝに加え､ｽﾍﾟｲﾝのﾗﾎｲ首相と友好関係にあるﾊﾞｽｸ国民党が改めて不信任案への賛成を発表し､首相の退陣がほぼ
決定的になったこともありﾘｽｸ回避の円買いが優勢となる｡同材料に加えて米4月中古住宅販売件数が予想を下回ったこと
や､ﾒｷｼｺが米国に対して報復関税措置をとることを表明したこともあり､108.39まで下落｡その後はｲﾀﾘｱのﾎﾟﾋﾟｭﾘｽﾄ連立政
権が､財務相候補に大統領が受け入れやすいような人物を検討しているとの報道を受け円売りが強まったことから､108.88
まで上昇｡その後はｶﾅﾀﾞも米国に対し報復関税を課すと表明したことから､108.62まで反落する場面もあったものの､ｺﾝﾃ氏
がｲﾀﾘｱ首相になることが発表されたことから､再び円売りが優勢となり､108.86まで戻し結局108.81ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一
方､買い戻しが続くﾕｰﾛﾄﾞﾙは､海外時間に1.1725をつけ､1.1708ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は米国のEUへの関税発動との報道
に加え､ｽﾍﾟｲﾝ首相退陣の思惑に1.1641まで反落する｡その後は､ｲﾀﾘｱ政局不安が後退し1.1699まで戻し､1.1692ﾚﾍﾞﾙでｸ
ﾛｰｽﾞした。
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ﾕｰﾛ相場が前日からの下げ幅を回復する動きにﾘｽｸｵﾌの巻き戻しとなる中で朝方のﾄﾞﾙ円は108.92まで上昇し､東京時間
は108.74ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡本邦勢による月末特有の実需ﾌﾛｰが散見される中で108.55まで下落｡その後も売り買い交錯する
中で108.60-70付近で揉み合う展開｡引けにかけては米金利が小幅上昇する中でﾄﾞﾙ円も東京時間高値となる108.85まで
上昇し､結局108.75ﾚﾍﾞﾙで海外へ渡った｡
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､108.75ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡翌日に米5月雇用統計を控える中で方向感のない推移となる｡一時109円ちょ
うどにﾀｯﾁするも上値重く推移し108.86ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1665ﾚﾍﾞﾙで始まるとﾕｰﾛ圏の5月ｲﾝﾌﾚ率が予想を
上回ったことで1.1725まで上昇するが程なく利益確定の動きが入ると売り買いが交錯し結局1.1708ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟ
ﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3303ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方､5月の英住宅価格の伸びが鈍化したことで上値の重いｽﾀｰﾄとなったが､ﾕｰﾛが買い
戻されるのにつられ1.3348まで買われる｡1.3342ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った。

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

5月31日 10:00 中 PMI（製造業/非製造業） 5月 51.9/54.9 51.4/54.8

21:30 米 個人所得/支出（前月比） 4月 0.3%/0.6% 0.3%/0.4%

21:30 米 PCEコア（前月比/前年比） 4月 0.2%/1.8% 0.1%/1.8%

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 221k 228k

22:45 米 シカゴ購買部協会景気指数 5月 62.7 58.3

6月1日 02:00 米

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

6月1日 09:30 米 カプラン・ダラス連銀総裁　講演 - - -

21:30 米 非農業部門雇用者数変化 5月 190k 164k

21:30 米 失業率 5月 3.9% 3.9%

21:30 米 平均時給(前月比/前年比）) 5月 0.2%/2.6% 0.1%/2.6%

21:55 米 カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁　講演 - - -

22:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄ製造業PMI・確報 5月 56.6 56.6

23:00 米 ISM製造業景況指数 5月 58.2 57.3

ブレイナードFRB理事講演　「イタリア混迷は世界経済の脅威、FRBも注目」

昨日の海外市場でのドル/円相場は軟調な展開。政治混乱が続いていたイタリアではポピュリスト政党による連立

政権樹立で合意に達したことで政治懸念は後退するも、トランプ米政権がEU、カナダ、メキシコへの鉄鋼・アルミ関

税を発動すると発表。各国はこれに対し報復関税措置をとることを発表しており、米国株安・米金利低下につなが

り、ドル円も一時108円39銭まで下落していた。本日は米国時間に米雇用統計の発表が予定されているが、貿易懸

念が拡大したことでセンチメントは悪化しており、ドル円は上値の重い展開となるだろう。また、昨日海外時間の株

価の下落が本日の日本株にどのように影響するのか、その値動きにも注意したい。(福田)


